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論文内容要旨
 脳性麻痺(CerebralPalsy,以下CPと略す)の発症因子に関しては産科学・新生児学的
 研究が数多くあり,法医学の分野においても,特に母児間血液型不適合の面から研究がなされて
 いる。赤石らは,母児間血液型不適合とCPの問題について適齢期女性を対象に広範な意識調査
 を行ない,母児間血液型不適合による児の脳障害の危険性が過大に認識されていることを明らか
 にし,又,東北地方在住のRho(D)陰性の母親の調査から,母のRho陰性群と陽性群でCP発
 症の頻度に差がないことを指摘した。そこで,母児間血液型不適合とCP発症との関連を詳細に
 分析すべく,昭和45年以来,東北地方各地の施設に収容されているCP児(者)及び母親の血液
 型検査を行ない,妊娠歴・出産歴・患児出産状況等についても詳しく調査を行なって来た。一方,
 医事紛争の面からみれば,現在,日本の医事紛争では産科領域がトップを占め,その中ではCP
 が最も多く,血液型不適合・重症黄疸とCPとの因果関係が争点の一つとなっており,大きな社
 会問題としての側面も見過すことはできない。そこで,東北各地の施設収容CP児(者)の調査
 結果につき,母児間血液型不適合の問題を含め,CP発症の原因を多角的に分析した。
 調査方法及び集計・分析方法
 東北6県の肢体不自由児施設・重症心身障害児施設・肢体不自由児養護学校に入園・入所して
 いるCP児(者)について,所定の調査用紙に基づき,母親より妊娠・出産歴・患児出産状況等
 につき問診し,又,カルテ記載事項・母子手帳についても併せて調査した。更に母児の血液を採
 取し,ABO式・Rh-Hr式について血液型を検査し,又,Rh-Hr式について母児の血液型
 が不適合の組合せの場合にはCoombs試験により母血清中の不規則抗体の有無を検査した。調
 査結果の集計・分析にあたっては,多項目にわたる多人数の調査であり,手作業による集計及び
 複雑な分析は極めて困難であるところがら,東北大学大型計算機センターの会話型データベース
 管理システムCOODを主に用いることとした。
、
結果
 調査したCP児791例中,厚生省脳性麻痺研究班(1968)の定義に従い,明らかに生後4週
 以後の原因によって生じたと認められるもの44例を除外し,747例について集計・分析を行なっ
 たところ,次の如くの結果を得た。
 出生年は昭和21年から50年に分布し,昭和30年代に・ピークがあり,男性55%・女性45%と男性
 にやや多かった。又,19家族で同胞にCPがみられ,うち6家族では両親がいとこ結婚であり,
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 何らかの遺伝性疾患がCPと診断されている可能性も考えられた。尚,全体のいとこ結婚率は4
 %であった。出生場所は自宅・実家が49%であったが,年代別に検討を加えると全国的比率と略
 一致し,又,医師が出産に立会ったのは47%であった。体重・在胎週数についてみると,2,500
 g以下が33%,在胎36週以下が28%と極めて高率であった。又,双生児も4%とかなり高率であ
 った。患児妊娠中妊娠中毒症がみられたものは11%,腹部打撃9%であり,分娩時の異常として
 は骨盤位9%,鉗子分娩11鰯,帝王切開4鰯,臍帯巻絡15%,早期破水26%,難産37彩がみられ
 た。
 新生児仮死は44%にみられ,在胎37週以上のもので有意に多く,仮死2度といわれたものは31
 例あった。又,骨盤位分娩中71%,臍帯巻絡中77%,難産中70彩,鉗子分娩中77%,早期破水中
 56%に仮死がみられた。新生児黄疸については,黄疸が強・重症の例及び交換輸血例(3例)が
 合計26%あり,又,この群は在胎36週以下で有意に多かった。
 Rho(D)陰性の母親は4例あり,児は4例共Rho陽性であったが,このうちRhθ不適合に
 よってCPになった可能性の強いものは1例のみであった。又,C,c,E,eの各因子につい
 ては不規則抗体は検出されなかった。
 母児のABO式血液型分布では母親の0型が37%と有意に多く,母児間ABO式血液型不適合の
 組合せも東北地方r般の理論値と比較して有意に多かった。然し,CP児のABO式血液型分布
 は一般の比率と差はみられなかった。母児間ABO式血液型不適合の組合せのものに,黄疸強群
 が有意に多く,又,不適合群中で重症黄疸といわれたという例26例について詳細に検討したとこ
 ろ,4例で重症黄疸によるCPの可能性が高いと考えられた。
 以上の如く,CP発症の因子としては,早産・低体重,仮死例が多く,黄疸については在胎週
 数との関連性が強く示唆され,少数例では母児間ABO式血液型不適合との関連性も否定できな
 かった。いずれにせよ,周産期に異常のあった児の長期的観察が重要と考えられ,CP発症とい
 う不幸な結果の早期発見・治療を促進することが今後共必要であろう。又,CPをめぐる医事紛
 争については,今後共重要性が減ずることはないものと考えられる。
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 審査結果の要旨
 脳性麻痺の発症因子として,従来より,仮死・未熟・黄疸などが挙げられているが,母児間Rh
 血液型不適合は重症黄疸の重要な原因として最近まで喧伝されていたし,また,ABO式血液
 不適合は,血清学的確定診断の困難さと相まって,重症黄疸・脳性麻痺にどの程度影響を与え
 いるかについて様々な報告がある。
 血液多型性形質を重要な研究題目とする法医学の分野においても,重症黄疸・核黄疸・脳性
 痺という一連の因果関係をふまえて,Rh-Hr式・ABO式血液型等の不適合の面から研究が
 なわれており,また,脳性麻痺をめぐる医事紛争の面からも,社会医学的研究が行なわれてい
 本論文では,東北地方の施設収容の脳性麻痺児及びその母親747例についての広範な調査に
 づいて脳性麻痺の発症因子を分析し,低体重・早産・仮死・黄疸の諸因子が強く影響している
 とを確認した。即ち,脳性麻痺児における新生児仮死は在胎37週以上のものに有意に多いこと
 黄疸は在胎36週以下のものに有意に多いことを明らかにし,また,骨盤位分娩・臍帯巻絡・難
 等は仮死との合併率が高いことから,これらの産科学的異常は脳性麻痺の重要な原因であるこ
 を示唆している。次に,黄疸については在胎週数とABO式不適合の両面から分析が試みられ
 いるが,ABO式不適合については,黄疸との関連性を否定できないものの,ABO式不適合
 よる重症黄疸のため脳性麻痺になったと考えられる例は極めて少ないことを明らかにしている
 さらに,脳性麻痺児の母親におけるRhol一)の頻度は一般の頻度と同じであることを明らかにし
 いる。
 以上の如く,本論文は,脳性麻痺の発症因子,特に妊娠・出産状況などの産科的要因と,在
 週数・出生時体重・黄疸・仮死その他の新生児学的要因,さらに母児間血液型不適合の問題を
 しく分析したものであり,母児間血液型不適合と脳性麻痺との因果関係を誇大に宜伝していた
 部医師の誤りを是正すると共に,脳性麻痺の原因究明に寄与するところが大である。従って,
 位授与に価するものと認められる。
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